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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バッテリカバーに形成された少なくとも１つ以上のフックと、
　ボディに移動可能に装着され、前記フックをロックする第１突条を有する少なくとも１
つ以上のロック部材とから構成され、
　前記ロック部材には、前記ロック部材をロック解除方向に移動させるとき、前記バッテ
リカバーをロック解除方向に押す第２突条が形成され、
　前記フックの一側には前記第１突条にロックされる部分が形成され、他側には前記第２
突条に接触してスライド移動する傾斜面が形成され、
　前記第２突条は、前記フックに形成される傾斜面と同一の傾斜面を有する内側面が形成
されることを特徴とするバッテリカバーロッキング装置。
【請求項２】
　前記ロック部材は、前記ボディ幅方向に移動可能に前記ボディに装着され、前記ロック
部材を元の状態に戻す弾性力を与える弾性部材を有することを特徴とする請求項１に記載
のバッテリカバーロッキング装置。
【請求項３】
　前記ロック部材は、前記ボディの幅方向に対向するように１対が配置され、前記１対の
ロック部材間には弾性部材が配置されることを特徴とする請求項１に記載のバッテリカバ
ーロッキング装置。
【請求項４】
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　前記ボディは、携帯通信端末機であることを特徴とする請求項１に記載のバッテリカバ
ーロッキング装置。
【請求項５】
　バッテリカバーに形成された少なくとも１つ以上のフックと、
　ボディの幅方向に移動可能に前記ボディに装着され、前記ボディの幅方向に押されると
、前記フックのロックを前記ボディの長手方向に解除させる少なくとも１つ以上のロック
部材と、
　前記ロック部材と前記ボディ間に配置され、前記ロック部材に前記フックをロックさせ
る方向に弾性力を与える弾性部材とから構成され、
　前記ロック部材は、前記ボディに移動可能に装着され、前記フックをロックする第１突
条と、前記ロック部材をロック解除方向に移動すると、前記バッテリカバーをロック解除
方向に押す第２突条とを有し、
　前記フックの一側には前記第１突条にロックされる部分が形成され、他側には前記第２
突条に接触してスライド移動する傾斜面が形成され、前記第２突条は、前記フックに形成
される傾斜面と同一の傾斜面を有する内側面が形成されることを特徴とするバッテリカバ
ーロッキング装置。
【請求項６】
　前記ロック部材は、前記ボディの幅方向に対向するように１対が配置され、前記弾性部
材は、１対のロック部材間に配置されることを特徴とする請求項５に記載のバッテリカバ
ーロッキング装置。
【請求項７】
　前記ボディは、携帯通信端末機であることを特徴とする請求項５に記載のバッテリカバ
ーロッキング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置に係るもので、詳しくは、使用
者がバッテリカバーを確実に携帯端末機に固定し、且つ、バッテリカバーを携帯端末機か
ら容易に着脱し得る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯端末機等において、着脱可能なバッテリーを携帯端末機本体に固定保持させ
る各種技術が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図１２～図１４に示すように、従来の携帯端末機は、一方に軸支え部２０１が形成され
た本体１００と、本体１００にバッテリ２１０を覆いながら結合されるバッテリカバー２
２０と、バッテリカバー２２０を本体１００に固定させるロッキング装置２３０と、ロッ
キング装置２３０を固定及び保護するデコプレート２４０とから構成されている。
【０００４】
　又、ロッキング装置２３０においては、バッテリカバー２２０を固定させるロッカー２
３１が軸２３１ａにより本体１００の軸支え部２０１に押動可能に嵌装され、ロッカー２
３１と本体１００との間には、ロッカー２３１を弾性的に支持するスプリング２３２が装
着される。
【０００５】
　又、ロッカー２３１には、バッテリカバー２２０のフック２２０ａと係合されるロック
部２３１ｂが形成され、フック２２０ａがロック部２３１ｂと係合されることで、バッテ
リカバー２２０が本体１００にロックされる。
　又、バッテリカバー２２０を本体１００から分離する場合は、使用者がロッカー２３１
を押すことで、ロッカー２３１のロック部２３１ｂ及びバッテリカバー２２０のフック２
２０ａのロックが解除された後、バッテリカバー２２０が分離される。
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【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２８５４３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、このような従来の携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置において
は、携帯端末機に外部から落下衝撃などが加えられると、ロッカー２３１を弾性的に支持
するスプリング２３２が自然に圧縮されることで、ロッカー２３１のロック部２３１ｂと
バッテリカバー２２０のフック２２０ａとの間にギャップが発生するため、バッテリカバ
ー２２０がロッキング装置２３０から容易に外れてしまうという問題点があった。
【０００８】
　そこで、本発明は上記従来の携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置における問題
点に鑑みてなされたものであって、本発明の目的は、使用者がバッテリカバーを確実に携
帯端末機に固定し、且つ、バッテリカバーを携帯端末機から容易に着脱し得る携帯端末機
のバッテリカバーロッキング装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明による携帯端末機のバッテリカバーロッキン
グ装置は、バッテリカバーに形成された少なくとも１つ以上のフックと、
　ボディに移動可能に装着され、前記フックをロックする第１突条を有する少なくとも１
つ以上のロック部材とから構成され、
　前記ロック部材には、前記ロック部材をロック解除方向に移動させるとき、前記バッテ
リカバーをロック解除方向に押す第２突条が形成され、
　前記フックの一側には前記第１突条にロックされる部分が形成され、他側には前記第２
突条に接触してスライド移動する傾斜面が形成され、
　前記第２突条は、前記フックに形成される傾斜面と同一の傾斜面を有する内側面が形成
されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明による携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置によれば、使用者がバッテリ
カバーを携帯端末機に確実に固定し、且つ、バッテリカバーを携帯端末機から容易に着脱
することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　次に、本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置を実施するための最良
の形態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１２】
　図１は、本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置の第１の実施例を示
す一部縦断面図である。
　図１に示すように、バッテリが装着されるバッテリカバー２０の内部両側方に形成され
た各フック２１と、携帯端末機の本体１０の内側に移動自在に装着されて、バッテリカバ
ー２０がロックされる時、バッテリカバー２０の両側方のフック２１にそれぞれ係合され
る各ロック部材５０と、それらロック部材５０に弾性力を与える各弾性部材３０と、ロッ
ク部材５０から延長形成されて、各ロック部材５０を移動させる外力を伝達させるノブ４
０とを含んで構成されている。
【００１３】
　携帯端末機の本体１０の内部には、各ロック部材５０が挿入されると共に、それらロッ
ク部材５０の移動を案内する案内グルーブ１１が形成され、案内グルーブ１１の内部中央
には、弾性部材３０を支持する支持突条１２が形成配置される。
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　ロック部材５０には、バッテリカバー２０がロックされる時、各フック２１が挿入され
る挿入空間５３が形成されており、挿入空間５３の両側方上下面に第１及び第２突条５１
、５２がそれぞれ突出した形で形成される。このとき、第１突条５１は、フック２１が係
合されるロック部の役割をし、第１突条５１の内側面５１ａには、フック２１が係合され
るように、フック２１の内側面２１ａに対応する湾曲面が形成される。
【００１４】
　又、第２突条５２は、第１突条５１に対向する上方側に形成され、第２突条５２の内側
面５２ａは、フック２１の外側面２１ｂに対応する所定の角度を持つ傾斜面が形成され、
フック２１のロック解除時、ロック部材５０の移動によりフック２１を押すことで、フッ
ク２１をロッキング装置から分離させる。
　このとき、第２突条５２の内側面５２ａの傾斜面の幅は、フック２１が押される量と関
係があり、第２突条５２の内側面５２ａの幅が大きいほどフック２１が押される量は大き
くなる。且つ、バッテリカバー２０のロック時、フック２１が第２突条５２の内側面５２
ａを押して円滑に係入されるように、フック２１の外側面２１ｂは、第２突条５２の内側
面５２ａに対応する傾斜面をなして形成される。
【００１５】
　弾性部材３０は、各ロック部材５０の相互に対向する面と支持突条１２との間にそれぞ
れ挿入される二つのスプリングにより構成され、第１突条５１からフック２１の方向、即
ち、各ロック部材５０が相互離隔する方向に弾性力を提供するように本実施例ではなされ
ているが、これに限定されず、弾性部材３０は、各ロック部材５０が相互対向する面に挿
入される一つのスプリングにより構成することもできる。又、弾性部材３０は、ロック部
材５０の間に挿入することに限定されず、ロック部材５０の両側端と本体１０との間に挿
入することもできる。
【００１６】
　ノブ４０は、ロック部材５０から外側にそれぞれ突出形成され、バッテリカバー２０の
ロックを解除する時、ロック部材５０が相互に隣接方向に動かすための作用力を伝達させ
る。
【００１７】
　以下、このように構成された本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置
の第１の実施例におけるバッテリカバー２０が携帯端末機の本体１０にロックされた後、
本体１０から分離される過程に対して図２～図５を参照しながら説明する。
　まず、バッテリカバー２０が携帯端末機の本体１０にロックされる場合、図２に示すよ
うに、使用者によりバッテリカバー２０のフック２１が各ロック部材５０の各第１突条５
１を押してそれぞれ挿入空間５３に進入する時、各ロック部材５０は相互に隣接する方向
にそれぞれ移動し、図３に示すように、各フック２１が各第１突条５１と各第２突条５２
間に形成される挿入空間５３に漸次挿入される。
【００１８】
　次に、各フック２１が挿入空間５３に完全に挿入されると、各ロック部材５０が弾性部
材３０の弾性力により相互に離隔する方向に移動する。従って、図１に示したように、各
第１突条５１の内側面５１ａと各フック２１の内側面２１ａとが相互係合されることで、
バッテリカバー２０が本体１０に装着される過程が終了される。このとき、ロック部材５
０の第１突条５１には、弾性部材３０の弾性力によりフック２１側の力が作用しているた
め、バッテリカバー２０が携帯端末機の本体１０から分離することはない。
【００１９】
　一方、バッテリカバー２０を携帯端末機の本体１０から分離する場合、各ノブ４０に使
用者による外力がロック部材５０が相互に隣接する方向に作用すると、ロック部材５０が
それぞれ移動しながら、図４に示すように、各第１突条５１の内側面５１ａから各フック
２１の内側面２１ａが離脱されてフック２１のロックが解除されると共に、各第２突条５
２の内側面５２ａと各フック２１の外側面２１ｂとが相互に密着する。次いで、図５に示
すように、各ロック部材５０が継続して移動すると、各第２突条５２の内側面５２ａがフ
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ック２１の外側面２１ｂを押すことで、各フック２１が第２突条５２の内側面５２ａの傾
斜面を沿って移動してロッキング装置から分離され、よって、ロック部材５０の移動によ
り、バッテリカバー２０が携帯端末機の本体１０からロック解除されて分離される。
【００２０】
　以上説明したように、本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置の第１
の実施例では、携帯端末機の本体１０にロック部材５０が左右両方向に移動自在にそれぞ
れ装着され、それら各ロック部材５０が弾性部材３０により弾性的に支持されることで、
バッテリカバー２０の各フック２１を両側方でロックするため、使用者が携帯端末機を落
下させて衝撃力が加えられた場合でも、バッテリカバー２０のロック状態が容易に解除さ
れることなく、確実に保持し得るという効果がある。
　又、ロック部材５０の移動によりバッテリカバー２０のロックが解除されると共に、バ
ッテリカバー２０が本体１０から分離されるため、バッテリカバー２０の分離動作を簡単
に行うことができるという効果がある。
【実施例２】
【００２１】
　図６は、本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置の第２の実施例を示
す一部縦断面図である。
　図６に示すように、バッテリが装着されるバッテリカバー２０の内部両側方に形成され
た各フック２１と、携帯端末機の本体１０の内側に移動自在に装着され、バッテリカバー
２０がロックされる時、各フック２１が係合される各ロック部材１５０と、それらロック
部材１５０の間に装着されて各ロック部材１５０に弾性力を与える各弾性部材１３０と、
各ロック部材１５０に装着されてそれらロック部材１５０を移動させる移動手段２００と
を含んで構成されている。
【００２２】
　携帯端末機の本体１０の内部には、各ロック部材１５０が挿入されると共に、それらロ
ック部材１５０の移動を案内する案内グルーブ１１１が形成され、案内グルーブ１１１の
内部中央付近には、弾性部材１３０を支持する各支持突条１１２が各々形成される。
　ロック部材１５０の左右両側方面下部には、バッテリカバー２０のロック時、各フック
２１の挿入空間１５３を形成するために第１及び第２突条１５１、１５２が上下部位にそ
れぞれ形成される。このとき、第１突条１５１は、フック２１が係合されるロック部の役
割をし、第１突条１５１の内側面１５１ａには、フック２１が係合されるように、フック
２１の内側面２１ａに対応する湾曲面が形成される。
【００２３】
　又、第２突条１５２は、第１突条１５１に対向する上方側に形成され、第２突条１５２
の内側面１５２ａは、フック２１の外側面２１ｂに対応する所定の角度を持つ傾斜面が形
成される。即ち、バッテリカバー２０のロック時、フック２１が第２突条１５２の内側面
１５２ａを押して円滑に係入されるように、フック２１の外側面２１ｂは、第２突条１５
２の内側面１５２ａに対応する傾斜面をなしている。
【００２４】
　弾性部材１３０は、ロック部材１５０の相互に対向する面と支持突条１１２間に設置さ
れるスプリングにより構成され、第１突条１５１からフック２１の方向であるロック部材
１５０が相互離隔する方向に弾性力を提供するように本実施例ではなされているが、これ
に限定されず、弾性部材１３０は、両側方のロック部材１５０のそれぞれ装着するか、又
は、少なくとも何れか一方のロック部材１５０に装着することもできる。
【００２５】
　移動手段２００は、少なくとも一つ以上のロック部材１５０と一体に延長形成された連
結リンク１６０と、連結リンク１６０から突出形成されて、バッテリカバー２０の分離時
に、ロック部材１５０を移動させる外力を伝達するノブ１４０と、ロック部材１５０から
それぞれ延長形成されたラックギヤ１７０と、案内グルーブ１１１の内部に回転自在に装
着されて、ラックギヤ１７０に噛合されるピニオンギヤ１８０とから構成される。
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【００２６】
　又、図７に示すように、ノブ１４０は、ロッキング装置の外側に覆われたカバー８０の
開口部９０を通して外側に突出され、ノブ１４０は、バッテリカバー２０のロックを解除
及び分離する時、使用者により操作される。
【００２７】
　以下、このように構成された本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置
の第２の実施例において、バッテリカバー２０が携帯端末機の本体１０にロックされ、本
体１０から分離されるまでの過程に対して図８～図１１を参照しながら説明する。
　まず、バッテリカバー２０が携帯端末機の本体１０に装着される場合、図８に示すよう
に、使用者の操作によりバッテリカバー２０のフック２１がロック部材１５０の第１突条
１５１を押して進入する時、両側方の各ロック部材１５０は相互に隣接する方向に移動す
る。
【００２８】
　次に、図９に示すように、フック２１が第１突条１５１と第２突条１５２間の挿入空間
１５３に漸次挿入される。次いで、フック２１が挿入空間１５３に完全に挿入されると、
ロック部材１５０は弾性部材１３０の弾性力により相互に離隔する方向に移動する。従っ
て、図６に示したように、第１突条１５１の内側面１５１ａとフック２１の内側面２１ａ
とが相互係合されることで、バッテリカバー２０が本体１０に装着される。このとき、弾
性部材１３０の弾性力により、ロック部材１５０の第１突条１５１にフック２１の力が作
用しているため、バッテリカバー２０はロック部材１５０の両側で固定される。
【００２９】
　その後、バッテリカバー２０を携帯端末機の本体１０から分離する場合、ノブ１４０を
使用者が操作して、ロック部材１５０を図７の右側に移動させる時、ノブ１４０が移動し
ながら、連結リンク１６０によりノブ１４０に連結されたロック部材１５０中何れか一つ
が移動する。又、ロック部材１５０に連結されたラックギヤ１７０及びピニオンギヤ１８
０の動力伝達メカニズムにより、ノブ１４０と連結されない他方側のロック部材１５０も
移動し、一対のロック部材１５０が相互に隣接する方向に移動する。
【００３０】
　従って、図１０に示すように、ロック部材１５０の第１突条１５１の内側面１５１ａか
らフック２１の内側面２１ａが離脱され、フック２１のロックが解除されると共に、ロッ
ク部材１５０の第２突条１５２の内側面１５２ａとフック２１の外側面２１ｂとが相互に
密着する。
【００３１】
　次に、図１１に示すように、ロック部材１５０が継続して移動すると、第２突条１５２
の内側面１５２ａがフック２１の外側面２１ｂを押すことで、フック２１が第２突条１５
２の内側面１５２ａの傾斜面を沿って移動してロッキング装置から分離される。よって、
ロック部材１５０の移動により、バッテリカバー２０が本体１０からロック解除されて分
離される。
【００３２】
　以上説明したように、本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置の第２
の実施例は、携帯端末機の本体１０に一対のロック部材１５０が左右両側方に移動自在に
装着され、ロック部材１５０が左右両側方の弾性部材１３０により弾性的に支持されるこ
とで、バッテリカバー２０の両側方のフック２１を両方向でロックするため、使用者が携
帯端末機を落下させて衝撃力が加えられた場合でも、バッテリカバー２０のロック状態が
容易に解除されることなく、確実に保持し得るという効果がある。
【００３３】
　又、ロック部材１５０と、ラックギヤ１７０及びピニオンギヤ１８０からなる移動手段
２００とからロッキング装置が構成されるため、使用者が本体の外側に突出される一つの
ノブ１４０のみを簡単に操作することで、バッテリカバー２０が本体１０からロック解除
されて分離されるため、バッテリカバー２０の分離動作が非常に簡単になるという効果が
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ある。
【００３４】
　尚、本発明は、上述の実施例に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱し
ない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置の第１の実施例を示し
た一部縦断面図である。
【図２】図１のバッテリカバーロッキング装置のロッキング過程を示した動作説明図であ
る。
【図３】図１のバッテリカバーロッキング装置のロッキング過程を示した動作説明図であ
る。
【図４】図１のバッテリカバーロッキング装置のロッキング解除過程を示した動作説明図
である。
【図５】図１のバッテリカバーロッキング装置のロッキング解除過程を示した動作説明図
である。
【図６】本発明に係る携帯端末機のバッテリカバーロッキング装置の第２の実施例を示し
た一部縦断面図である。
【図７】図６の携帯端末機の外観の一部を示した背面図である。
【図８】図６のバッテリカバーロッキング装置のロッキング過程を示した動作説明図であ
る。
【図９】図６のバッテリカバーロッキング装置のロッキング過程を示した動作説明図であ
る。
【図１０】図６のバッテリカバーロッキング装置のロッキング解除過程を示した動作説明
図である。
【図１１】図６のバッテリカバーロッキング装置のロッキング解除過程を示した動作説明
図である。
【図１２】従来の携帯端末機を示した一部分解斜視図である。
【図１３】従来の携帯端末機のロッキング装置をさらに分解した斜視図である。
【図１４】図１３のバッテリカバーロッキング装置を示した縦断面図である。
【符号の説明】
【００３６】
　１０　　　　携帯端末機の本体
　１１、１１１　　案内グルーブ
　１２、１１２　　支持突条
　２０　　　　バッテリカバー
　２１　　　　フック
　２１ａ　　　フックの内側面
　２１ｂ　　　フックの外側面
　３０、１３０　　弾性部材
　４０、１４０　　ノブ
　５０、１５０　　ロック部材
　５１、１５１　　第１突条
　５１ａ、１５１ａ　　第１突条の内側面
　５２、１５２　　第２突条
　５２ａ、１５２ａ　　第２突条の内側面
　５３　　　　挿入空間
　１７０　　　ラックギヤ
　１８０　　　ピニオンギヤ
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図６】

【図７】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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